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熊
本
県
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
本
を
読
ま
な
い
子
ど
も
の
割
合
は
中
学
二
年
生
か
ら
増
え
始
め
、
中
三

か
ら
高
三
ま
で
は
約
三
人
に
一
人
が
「
月
に
一
冊
も
本
を
読
ま
な
い
」。
私
に
と
っ
て
「
読
書
ブ
ー
ム
」
だ
っ
た
時
期

が
、
熊
本
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
「
読
書
氷
河
期
」
な
の
で
す
。
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
少
し
づ
つ
考
え
始
め

る
こ
の
時
期
に
、
本
と
の
出
会
い
が
少
な
い
と
い
う
の
は
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
の
本
や
物
語
へ
の
親
し
み
を
持
っ
て
、
本
と
出
会
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
支
援
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
精
力
的
に
活
動
を
続
け
る
「
熊
本
子
ど
も
の
本
の
研
究
会
」
の
活
動
に
、
ま
す
ま
す
期
待
し
て
い
ま
す
！ 

私
の
一
冊 

 

『
青
春
の
門
』
五
木
寛
之
著
（
講
談
社
文
庫
） 

現
代
の
小
説
か
ら
歴
史
も
の
、
音
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
実
用
書
な
ど
な
ど
、
年
間
一
０
０
冊
以
上

は
読
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
受
験
期
に
は
、
部
活
が
な
く
な
っ
た
時
間
が
読
書
の
時
間
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

中
学
三
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
に
か
け
て
、
私
の
中
で
は
「
読
書
ブ
ー
ム
」
で
し
た
。
中
学
の
友
人
か
ら
「
市
の

図
書
館
に
行
く
と
Ｃ
Ｄ
が
た
だ
で
借
り
れ
る
よ
」
と
聞
き
、
市
の
図
書
館
に
通
い
は
じ
め
た
の
が
き
っ
か
け
。
部
活

の
な
い
休
日
は
、
自
転
車
で
三
十
分
か
け
て
、
田
ん
ぼ
道
の
先
に
あ
る
図
書
館
に
通
う
の
が
日
課
に
な
り
ま
し
た
。 

主
人
公
は
筑
豊
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
を
出
て
東
京
の
大
学
に
入
学
し
、
出
会
い
や
挫
折
を
繰
り
返
す
。
貧
困
、

差
別
、
学
生
運
動
な
ど
な
ど
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
出
会
っ
た
当
時
、
四
十
年
以
上
前
の
時
代
な
の
に
、
主
人
公

の
驚
き
、
不
安
、
怒
り
、
喜
び
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
感
情
に
共
感
し
て
し
ま
う
。
時
代
こ
そ
違
え
ど
、
二
十
歳
前
後

の
主
人
公
の
「
斜
め
後
ろ
」
を
歩
く
高
校
生
の
頃
の
自
分
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ち
ょ
う
ど
共
感
の
つ
ぼ
に
は
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
。 

『
青
春
の
門
』
シ
リ
ー
ズ
は
、
こ
の
「
読
書
マ
イ
ブ
ー
ム
」
中
で
出
会
っ
た
本
で
す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
北
で
、

東
京
よ
り
西
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
自
分
に
と
っ
て
、
初
め
て
出
会
っ
た
「
九
州
」
は
、
本
書
の
中
に
描
か
れ

る
終
戦
直
後
の
筑
豊
の
ボ
タ
山
で
し
た
。 

（
熊
本
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
長
） 
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